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1は じめ に
1.新 しい概念 と しての 「グ ッ ドワーク」
ハ ーバ ー ド ・プ ロ ジ ェ ク ト ・ゼ ロ(HarvardProject
Zero)のハ ワー ド ・ガ ー ドナ ー(HowardGardner)の興
味 は、2006年一2007年の時点 ではグ ッ ドワー ク ・プロ ジェ
ク ト(GoodWorkProject)を中心 と した 「グ ッ ドワー ク
(GoodWork)1)」。研 究 にむ け られて い る。 グ ッ ドワー ク
とい う概念 は、 これ まで に心理学 、社会学 、経済学 の どの
領域 に もなかっ た ものであ る。 グ ッ ドワー クに類す る先 行
研究 もほ とん どな く、ガー ドナー らが オ リジナ ルに考 えだ
した概念 であ る。
グッ ドワー クの概念 お よび研 究 を初め て公 に したオ リジ
ナルな著 書 が 『グ ッ ドワー ク:卓 越 性 と倫 理 が出合 う時
(GoodWork:WhenExcellenceandEthicsMeet)』2)で
ある。2002年に 出版 され、 ガー ドナー とス タンフ ォー ド大
学教授 ウ ィ リア ム ・デ ーモ ン(WilliamDamon)、前 シ カ
ゴ大学教授 で現在 ク レアモ ン ト大 学教授 ミハ リィ ・チ クセ
ン ミハ イ(MihalyCsikszentmihalyi)の3者に よ る共 著
であ る。 グ ッ ドワークの定義づ けは、 ガー ドナ ー らに よる
と 「技術 的に優 秀で ある と同時に、倫理 的、道徳 的かつ責
任の ある結 果 を求 める ような仕事 」 をさ してい る とい う。
アイ ンシュ タイ ンの理 論 も平和 利用す れば原子力発 電に
用い られるが、悪用す れ ば核兵器 開発 とな る。事実 をね じ
曲げ て報 道す るジャーナ リス ト、研 究論文 のデ ー タの食い
違い を無視 した り、 デー タを改 ざんす る科学 者、高額 の治
療費 のみ払 え る患者 しか相手 に しない医者 な ども存在 す る
のが現 実社 会で あ る。 これ らの世 の 中の不条理 に対 して、
何 かが 間違 っ てい る と考 えて起 こ した学者 と して の行 動
が、当代 きっての3賢 者 たちの この グ ッ ドワーク ・プロ ジェ
ク トなのであ る。
本論考 では、 ガー ドナー、 デーモ ン、 チ クセ ン ミハ イ ら
3者 の各研 究 とグ ッ ドワー クの概 念の成立過 程 につ いて分
析 してい きたい。 また、グ ッ ドワークの概 念が 、グ ッ ドワー
ク ・プロジ ェク トで、医学、教 育、美術 な どの分野 とどの
ように関わ り、 どの ように活 か されて いるのか紹介 してお
きた い。
近年、 これ まで の統 計 を駆使 した量的研 究 は陰 をひそめ
てきてお り、ガー ドナー らが行った研究法にみ られる、質
的研究法が、わが国の心理学研究、教育学研究は もとより、
現在の米国の教育学、美術教育で も研究の中心 となってき
ているが、グッドワークの研究過程で行 なわれた質的研究
法の手法 を、実際のインタビューをもとにみていきたい。
さらにガー ドナーのMI理論 と道徳的知能についての関係
についても分析 してい きたい。
2,各分野のプロフェショナルと 「グッ ドワーカー」
特 に米国での成功は、アメリカン ・ドリームに象徴 され
るように金銭的成功、地位の向上であって、利益を生まな
い慈善的精神を含んだ仕事や、利他的な仕事にはあまり目
もくれない。また様々な分野のプロフェショナル、ほとん
どの専門家 と呼ばれる人たちの多 くは、倫理的、および非
倫理的な混合 した行為を日々行いつつ、ある種の罪悪感 も
持ち合わせていることもガー ドナー、デーモ ン、チクセ ン
ミハイ ら3者 の行 なったグ ッドワークの調査でみえてき
た。1995年か ら2000年までに調査 した分野では、ジャーナ
リズム、遺伝子工学、医学、演劇、法曹界、ビジネス、ス
ポーツ、大学教員な どのプロフェショナリズムの分野で
700人以上の調査をとったものである。その結果か ら、ガー
ドナーらは、どのような職業や分野にも、このような 「グッ
ドワーカー」が存在することを見出している。
この ように時代 は、物理的状況(materialconditions)
が急激に変動し、我々の時間と空間の感覚は、テクノロジー
によって激変 されている。そのような時代にこそ、社会に
はグッドワーカーが必要 とされるのである。グッドワーク
が存在するならば、残念なが ら、倫理面での責任 を欠 くバ ッ
ド・ワーク(BadWork)や、妥協的な仕事(Compromise
Work)も存在する。
我 々は日々様々な誘惑に向かいあいなが ら、専門家とし
ての仕事を成 し遂げていくが、いかにグッ ドワーカーにな
るのか。卓越性に優れていたとしても、金銭的成功のみに
目のい く悪い仕事(Badwork)や妥協的仕事 も多い。ガー
ドナーらは、米国人のみならず、我 々現代人の生 き方にも、
心の変革の時期がきていることを伝えようとしてお り、ま
ずは自分たちの仕事に向き合 うことからはじめようと考え
ている。このようなグッドワークの概念 は、簡単にはわか
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りにくい点のあること、わが国では興味を持つ人がいない
のか、 どの分野でもほとんど研究の対象 ともされていない
のが実情である。MI理論で米国および世界中を虜に して
いるガー ドナーがやっていることは、先を読み、メッセ 。ー
ジが込め られているだけに、グッドワーク ・プロジェク ト
をできる限 り解読 してみたい。
11グッ ドワークを考えだした3人の学者たちとその関連性
1,グッ ドワークの概念が生まれた経緯
ガー ドナーは、1994年9月～1995年6月のアカデミック・
イヤーを、サバティカル(研 究者 に与えられる研究休暇)
にあ て、 ス タン フォー ド大 学 の行動 科 学高 等研 究所
(CASBS:CenterforAdvancedStudyintheBehavioral
Sciences)のある、カリフオルニア州パロアル ト(Palo
Alto)で過 ごしている。同時期、チクセ ンミハイ も同研
究所で過ごしてお り、この時、サバティカルでス タンフォー
ドに滞在したのが、後に 「グッドワーク」の共同研究をは
じめるきっかけとなったのである。彼 らは、西海岸の気候
の良いパロアル トで別々な研究に取 り組んでいたが、同 じ
パロアル トにあるスタンフォー ド大学のデーモ ンもよく集
まっては、雑談や研究について語 り合っていた。(一年後、
チクセンミハイは、『創造性について』3)を著 し、ガー ドナー
は 『創造性する精神』4)を出版 している。)
ガー ドナーは、個人と社会における価値判断の問題 に取
りつかれていた。ガー ドナーが考 える、グッド・ワーカー
と呼べる人たちは、新聞社主のキャサリン・グレアム、チェ
ロ奏者のパブロ ・カザルス、環境問題をいち早 く問題 とし
たレイチェル ・カーソン、科学者のジョナス ・ソーク、野
球選手のジャッキー・ロビンソン、ジョン・ガー ドナー(ガー
ドナーとは親戚でない)で ある。 これ らの人々の ように、
倫理観に裏打ちされたグッドワーカー とそうでないバ ッド
ワーカーになる分れ道は何なのであろうか。
ある日の午後、3人 が、我々は、それなりの仕事をして
きたが、世界の前途を思うと、何か社会に対 して慈善的な
仕事はできないものか。現実には技術的に優秀であるだけ
でな く、倫理的、道徳的に責任のある仕事をしている人 も
多 くみ られる。時代は、テクノロジーの進歩によって、わ
れわれの時間、空間の感覚が激変 している。そのような時
代であるからこそ 「グッド・ワーカー」を必要 とするので
はないか。個々人の倫理観の持分の大小はあるものの、倫
理面で責任を持 とうと努力する人 と、金銭的、世間的成功
や権力 しか視野にない人 とのあいだには明 らかに違いがあ
る。能力や利益が先走 りするだけではない、倫理観が もう
少 し心の変革に密接に結びつ くような研究は出来ない もの
であろうかと考えたのであった。そこで、3人は、倫理的、
道徳的に責任のある仕事についてのグッドワークを研究 し
てみ ようという結論に達 したのである5)。
2.ガ ー ドナーの専門性 と研究
次に、3人 の学者たちの専門分野、これまでの研究内容
についてふれておこう。
ガー ドナーは、(ガー ドナーについては、著者の他の論
文等 と重複するので、簡単に説明させて頂く6))1967年の
ハーバー ド・プロジェクト・ゼロ設立時 より、中心的な研
究者 として、子 どもの芸術的能力の発達、創造性について
研 究 を して き た。最 近、 米 国 で 出版 され た、『Fifty
ModernThlnkersofEducation(近代教育思想家50人)』7)
とい う文献 には、ガー ドナーは、リー・シュールマン、オー
センティック ・ラーニングで有名なリンダ ・ダーリング ・
ハモ ンド8)などと並び米国の教育界においても最も影響力
をもつ人物の一人 として名を連ねている。
1983年、MI理論(多 元的知能理論:TheoryofMultiple
Intelligences)9)を発表 してからは、現在では世界的に支
持 され、米国はもとより、スウェーデン、ブラジル、シン
ガポール、 イタリアなどMI理論に対 して熱狂的な国も多
くな り、近年、ガー ドナーは、世界中を飛び回 り、各地で
講演が催されている。もっとも熱狂的な受 け入れは中国で、
一回の講演に一万人近 くが集まるのだという。一夫婦間の
子 どもの数が制限されている中国では、8つ の知能の中か
ら、その子にあった指導法 を見極め、適切に知能を伸ばす
教育を与え、 より有利な職業につかせてや りたいという親
心が働いているようである。ガー ドナー と話 した際、「私
の理論があまり受け入れられてないのは、フランスと日本
くらいである」 といわれた。フランスは、他国の動向など
に興味を持たぬ国民性がその理由であろう。 日本は、なぜ
か と私 に聞かれたが、 これには、答 えに困って しまった
10)
○
3.チ クセンミハイの専門性 と研究
ミハリィ ・チクセンミハイの研究テーマは、ガー ドナー
とのい くつかの偶然も見いだせる。まず、両者は心理学者
であるが、博士論文の研究テーマは、両者ともに創造性 を
扱ったものであった。その後の研究テーマも一貫 して芸術
的能力の発達、創造性 についての研究など非常に似通って
いるのである。最初は、見ず知 らずの両者であったが、研
究の接点から出会いがあ り、意気投合 し、長年ガー ドナー
とは良い影響を与えあっている研究仲間である。
チクセンミハイは・ シカゴ大学で長年教鞭 をとった心理
学者で あるが、動機づ けに関す る 「フロー(flow)」理
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論11)で有名である。「フロー」は、生活に意味付けと楽 し
さを与える、強い没入経験を表現する概念である。フロー・
モデルの基本的構造は、行為の中に含まれる挑戦水準が、
行為者の技能水準 を上まわれば心配や不安が生 じ、その逆
の場合 には退屈が生 じるのである。我々のこのようなダイ
ナミックな状態、全人的に行為に没入 している時に人が感
じる包括感覚をフロー と呼ぶ。フローは、ある種の活動の
中で最も容易に経験 される。ロック ・クライミング、チェ
ス、バスケ ット・ボールなどのゲームは明らかにフロー活
動であ り、遊びは優 れてフロー活動 をもたらす経験である。
また、 チ ク セ ン ミハ イの創 造 性 理論 は、DIFIモデ ル
(Domain-lndividual-FieldInteractionModel)と呼ばれる
ものである。過去に文化に蓄積 された知識の集合体である
ドメイン(Domain)、ドメインから知識 を獲得 し創作 を行
う個人(lndividual)、個人を評価するフィール ド(Field)
の3領域から創造性は生まれるとしたもので、ガー ドナー
も 「創造性理論」の研究の際、枠組み設定 として、個人、
ドメイン、フィール ドを用いている12)。
同 じくグッ ドワーク研 究においても個人、 ドメイ ン、
フィール ドの枠組み設定が取 り入れ られている。
4.デ ーモンの専門性 と研究
もう一人の著者であるウィリアム ・デーモ ン(William
Damon)は、スタンフォー ド大学教授で、平和研究 で有
名なフーバー研究所特別研究員である。教育学および人間
の道徳性の発達について研究を進めてきた。ガー ドナーと
は、ハーバー ドの学部での同窓生である。コールバーグの
教 え子キャロル ・ギ リガン(1977)が道徳性には女性特有
の、思いや りや、責任を含んだ男性 とは異なった発達を遂
げることを見いだした研究で有名であるが、デーモ ンは、
道徳性 における公正概念の発達(公 正発達理論 とも呼ばれ
る)で有名である。子 どもの社会的行為での規則、道徳性
の一側面として公平や正義観 を研究 してきた。デーモンの
考えは、ピァジェやコールバーグの道徳性の行為 と判断の
関係に関する知見 とは一線を画するもので、実際の分配行
動に関わる場面では、仮説的に公正な分配を求められた場
面 より、自己の利益が介在 し実際の分配行動基準の発達を
遅 らせていることを見いだ している13)。自己利益、欲求と
他 者 の 期 待 の 間 の 葛 藤 解 決 に お い て 分 配 的 正 義
(distributivejustice)の基準の発達段階 を提唱 している
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デーモンは、近年、青少年の道徳性の教育に精力的にと
りくんでお り、2005年3月に来日し、関西学院大学ロース
クール主催の第一回国際シンポジウム 「正義は教えられる
か」に基調報告者 として 「青少年の成長における最新の研
究成果と、ロースクール教育の関わ りについて」報告 して
いる15)。
また、デーモ ンの考えでは、グッ ドワーク ・プロジェク
トの活動 を通 じて、若者が職場、家族、教師、そ して社会
の中など各発達段階において道徳的に考える行動が、広い
社会的な世界とダイナミックな関係で成長することを強調
している。デーモ ンは、グッドワーク ・プロジェク トの活
動を通 じて、若者が職場、家庭そして社会の中で成長する
過程で、道徳性をどのようにして養 っていくのかを研究 し
てきた。デーモンの考えでは、道徳的に考える行動が家族
や広い社会的な世界 とダイナ ミックな関係の中で成長する
ということを強調 している。
ll1グッ ドワー ク研 究 のア プ ロー チ方 法
1.質的研究法による研究
グッドワークの一連の研究で、1996年か ら2006年にかけ
て、1200以上のイ ンタビューを用 いた調査が行われた。
ジャーナリズムでのグッドワーク、遺伝子工学でのグッド
ワークの研究が始まりである。ジャーナリズムとメディア
は、今世界で何が起きているのか伝えてくれ、遺伝子工学
は、医学の進歩をになって、我々の体の中で何が起 きてい
るのか報告 してくれる。 しかし、著書 『グッ ドワーク』の
中で、 ジャーナリズムでのグッドワークと遺伝子工学での
グッドワークの2つ の領域が調査され比較 されたのには別
の理由もある。
両者の間には、グッドワークの概念を立証してくれるこ
とになる驚 くほどかけ離 れた理 由が備わっていたのであ
る。それについては、以下、質問のあ との分析結果をみて
頂 きたい。質的研究法では、一人ひとりインタビューをと
る研究方法を用いることで、ジャーナ リズムと遺伝子工学
の核 となる違いを際立たせることがで きる。 まず、過去の
先行研究を調査 し、何が明 らかにされていないかを確かめ
る。そこでRQ:リサーチ ・クエスチ ョンを提示す る。これ
までの既存の研究で明らかにされたもので も、何が欠けて
いるのかなど 「知識のすきま」を明らかにす るという方法
である。問題と目的はデータの収集、分析の進み具合に並
行 してみえて くる。まず、質問を作成 し、ジャーナ リズム
と遺伝子工学に関わる人々にインタビューを記録にとる。
オープン・エ ンドな質問を作成することが求め られる。グッ
ドワークの研究で実際に用いられた質問を以下、一部紹介
しておこう。
2.ジ ャーナリス トへの質問
質的研究法ではインタビューの質問の出来、不 出来に
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よって、実験 結果 に まで大 きく影響す る。 まず、ガー ドナー
らグ ッ ドワー ク で用 い た、 ジ ャ ー ナ リス トへ の イ ン タ
ビュー ・プロ トコルの例 を以 下 にあげてみ よう16)。各 問い
は、3つ か ら8つ ずつ あるが、紙面 の都 合上 こ こで は、一
部 を割愛 させ ていた だいた。
1.「目標および 目的(GoalsandPurpose)」についての
問い
今あなたが成 し遂げようと試みている仕事はどのような種
類のものですか。
2.「信条および価値観(BeliefsandValues)」について
の問い
あなたのどのような個人的信条が、偉業達成のために貢献
しますか。
3,「仕事のプロセス(TheWorkProcess)」についての
問い
あなたの仕事で何が もっとも誇 りをもつ ことができます
か。
4,「領域での仕事でのポジティブ/ネ ガティブなプレッ
シャー」についての問い
あなたの目標の達成 を難 しくさせている理由は何ですか。
5,「自己形成期の背景」についての問い
あなたの子どもの頃や青年期、現在の専門職におけるあな
たのアプローチの方法で、最 も顕著な影響 を受けたと思わ
れるあなたの観点を、思い出して ください。
6.「あなたの仕事の領域の展望」についての問い
あなたの仕事でどの範囲の仕事が好きで、 どの範囲の仕事
が嫌いですか。
7,「倫理的基準」 についての問い
ある人たちはあなたの仕事の領域は、今 よりも以前 には
もっと倫理的であったともいいますが、ある人たちはそう
倫理的で もなかった といいます。あなたの経験からは、如
何でしょうか。
3.遺伝子工学の研究者への質問
次に、グッドワークで用いた、遺伝子工学の研究者たち
へのインタビュー ・プロ トコルの例 をあげてみよう17)。
1.「インタビューのは じまる際」についての問い
・まず最初に遺伝子工学の研究領域で何があなたを引 き
つけましたか?
2.「領域の状況/フ ィール ド(分野):過去、現在、未来」
についての問い
・あなたの経験の中で何があなたの仕事に良かれ、悪 し
かれ最 も影響を及ぼ しましたか?
・あなたが尊敬する研究について教えて ください。尊敬
する研究で共通 している特徴は何 ですか?あ なたが尊
敬できない研究で共通 している特徴は何ですか?
3.「恩恵 と価値」についての問い
・どんな個人の信条、または、あなたの研究の中心的な
価値において、あなたの仕事を導いてきたと言えるもの
はありますか?
・どのような経験や影響が、個人の信条や研究の中心的
な価値(上 の質問できいた)で 最 も重要ですか?
・研究の中心的な価値について同僚たち(研 究仲間)と
同 じですか、それ とも異なりますか?
4.「目標 と責任」についての問い
・あなたの研究で、あなたがやっていること(つ まり価
値のあるあなたの研究を仕上げる本質)に 意味を与える
全てに関わる最も重要な目的またはゴールがあ ります
か?こ れまでの研究で、あなたは矛盾する責任 との問で
葛藤など苦難はあ りましたか?
・その矛盾する責任 との葛藤をどう乗 り越えましたか?
5.「機会 と支持」についての問い
・あなたが幾度か ゴールに達するのを援助 したものは、
それは何でしたか?
6.「障害、プレッシャー、報酬」 についての問い
・あなたが目的を達成するのを難 しくしている理由は何
ですか?
・あなたが働 く場所で、あなたが向き合 う最大のプ レッ
シャーは何ですか?
7.「自己形成期の背景」についての問い
・あなたの若い頃を思い出して ください。現在の専門職
におけるあなたのアプローチの方法や ゴールを達成する
のに、最も顕著な影響を受けたと思われるものは何です
か?
・あなたの研究に対するアプローチの方法で、あなたの
家族から受けた影響はどのようなものですか?
・あなたの研究のアプローチに関 して誰が最も大 きな影
響を与 えましたか?
・あなたはどのように、今の職業を決定 しましたか?
8.「次世代を訓練すること」についての問い
・あなたにとって、若者に言語や行動を通 して伝承 して
いくのに何が重要ですか?
・あなたの専門領域で、あなたが若い研究者 を訓練 して
い くのに重要と考える研究内容の質はうまくいっていま
すか?
・どのように異なった方法で若い研究者を訓練するので
すか?あ なたの領域で将来を約束 された若者 を見出す
兆候、または、逆に警告のサインはみられますか7
一36一
ゼ9.「仕事 における倫理問題」
・あなたの領域に対 しての倫理的な不安を持ちますか?
もし、あなたが心配する事柄があれば教えて下さい。
・どのように、あなたは彼 らが操作するのか見たいでしょ
うか?
・そこの専門領域では、あなたにやる気をなくさせますか?
・彼らの行為を防ぐことに対する科学者責任は、何ですか?
・あなたの仕事で最 も誇 りにするものは何ですか ア
4.イ ンタビュー後の分析結果 からみえてきたもの
ジャーナリス ト、遺伝子工学人たちへのイ ンタビュー ・
プロ トコルは、問いが同 じではなく、その専門性にそって
質問を作成 していることが よく解る。
ガー ドナーたちが行った質的研究法について、 もう少 し
説明を加 えてみたい。発話 というプロ トコル ・データ(被
験者に語 らせたテーマ)か ら、何を読むかが重要になって
くる。
ここでの遺伝子工学、ジャーナ リズムのように、2つ の
間を、比較検討することで、違いを際立たせることが重要
となる。グッドワークの分野では、今 日までにジャーナリ
ズム、遺伝子工学でのグッドワーク以外で もビジネスでの
グッドワーク等現在までに可成 りの広い範囲で研究がなさ
れてきている。
ジャーナ リス ト60人、遺伝子工学の研究者、遺伝子工学
の会社の経営者56人、 というように、100人以上に及ぶイ
ンタビューを2つ の領域で行った結果、遺伝子工学に関わ
る研究者たちとジャーナリス ト達の問には、はっきりした
違いがみえてきたのである。
コー ド化(cording)による分析 の結果、遺伝子工学に
関わる研究者たち、遺伝子工学の会社の経営者 も、研究の
到達点を医療の進歩 と長寿 を願 うという目的をモッ トーと
していた。
モラルの問われる、遺伝子操作、遺伝子組み換 えに関し
ても、想像 していた以上 に遺伝子工学の研究者たちも会社
の経営者たちも問題を抱いていなかった。このように、遺
伝子工学の研究者たちはグッドワークをなす ことに対 して
難しさを報告しなかった。一方、ジャーナリス ト達は情報
を、正確かつ公明正大に伝 えるのが重要 とされる反面、政
治、芸能スキャンダル、セ レブの情報などといった読者の
好奇心に応えようとしていたり、視聴率に重 きを置 くよう
な、グッドワークに反する両者の葛藤の中で仕事をしてい
ることが浮かび上がってきた。ジャーナリズムと遺伝子工
学の問には、グッドワークを立証するための驚 くほどかけ
離れた、かつ理想的なデータが備わっていたのである。今
日・新聞社、雑誌社、テレビ局、ラジオ局の営業姿勢も、グッ
ドワークの概念に欠けた利益優先主義 となっており、イン
ターネッ トにもその陰が忍びよっている。
5.3つ のM
自分なり、ある人なりが、グッ ドワーカーか どうか判断
する方法 として、ガー ドナー らは、「3つのM」 を提案 し
ている。使命(Mission)、規範(Mode1)、ミラーテス ト(Miller
Test)である。まず 「専 門家 としてのあなたの使命は何か」
と問われる。 自分の職業の使命は何なのか認識 し、確認す
ることが重要である。なぜ、その職業を選んだのか、その
職業の社会への貢献には何があるのか。第2に 、モデル(規
範)で ある。我 々はモデルとなる存在 を求め、その存在を
常に確認する。「あなたの専門領域でだれがモデルになっ
ているのか」「規範 となるモデルについては尊敬できる立
派なモデルもあるであろうし、その逆にだれだれのように
はなりたくない」 といったネガティブな役割 を果たす悪い
モデルも存在するのである。良い美術教師のモデルをみて、
ああなりたいと願うのと、あんな美術教師だけにはなりた
くない といったものである。また、専門領域でのベテラン
は道徳的な行動のより具体的で実用的なモデルを持ってい
る。第3は 、 ミラーテス トである。鏡に向かって、 自分は
グッドワーカーであるか。自分の仕事に誇 りをもっている
か。グッドワーカーになるためには、何をすべきであるの
か と、鏡 を覗き込んで問いかける。定期的に自分に問いか
けをすることが必要であるという。
lV各 分 野 の グ ッ ドワー ク ・プ ロ ジ ェク ト
1.芸術のグッドワーク18)
芸術のグッ ドワークの研究は、演劇、 ジャズ、ダンスの
分野に至っている。ベテランについての演劇の研究では、
35歳か ら80歳までの17人の演 出家 を含 む、3人 の プロ
デュ 一ーサー、8人 の俳優、7人 の脚本家の35人からインタ
ビューをとれた。特にこれらのグッ ドワー クの研究では、
アーティス トの価値が現代の傾向によって、どのように挑
戦 されるのかを探求した り、それぞれの ドメインのゴール
や、アーティス トの個人的な興味や 目標 はどのようなもの
か とか、アーティス トが直面する障害 を乗 り切る方法など
が調べ られた。
2.医療のグッ ドワーク19)
医療のグッドワーク研究では、医療の研究における、今
日のチ ャレンジを探 求 した ともいえよう。1999年か ら、
2006年にかけ、第一期、第二期、第三期に分かれて研究が
行われた。第一期 には20人の医師に、かれ らの医療活動
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に影響を及ぼ している傾向について意見を調査 した。また、
未来の技術、医療の商業化、医師 と患者の関係を調査 した。
第二期は35人の医学部の教師と5人 の内科医へのインタ
ビューによって医学教育について調べた。特に、医療の専
門家意識 としての規範 となる行動 と態度 について調査 し
た。第三期50人の内科医、心臓外科のインターンにインタ
ビューをとった。グッドワーカーの候補者 としてすでに期
待がかけられていた彼 らであるが、保険業者か らの金銭的
プレッシャー、不正行為への脅威、医学 と医学の技術面の
進歩 と自分の現況 とのギャップ、医学部の卒業生の統計的
変化など、並びくる負の要素に向かって防備を固めている
ことが分かった。
3.そ の他のグッドワークとグッ ドワーク ・プロジェク ト
グッドワーク ・プロジェク トの使命は、「我々の社会の
中で実践者にグッドワークの発生率を上昇 させる方法を決
定する」ことである。我 々の社会の中でグッドワークの実
践者にグッドワークの発生率を上昇させる方法を見いださ
せ、将来、グッドワーク ・プロジェクトの実践 を促進させ
るためのグッドワークの規範となるモデルを作成 しようと
いうのが、グッドワーク ・プロジェク トの究極のゴールで
ある。
グッドワーク・プロジェク トは、現在、カーネギー財団、
フォー ド財団、スペンサー財団など米国においても権威の
ある財団の研究援助 を受けて規模 を年々大きくしていって
いる。 これまでプロジェク ト・ゼロが行ってきた、理論的
研究をまず行い、次に実践的研究に応用 してい くスタイル
をグッドワーク ・プロジェク トも引き継いでいる。これら
の一流の財団からの援助 を長年にわたって受けていること
は、意義のある研究で、成果 も十分 に評価 されていること
ととれよう。
ウェ ンディ ・フィシャマ ン(WendyFisherman)らは
著書、『MakingGood』20)を2004年、出版している。フィシャ
マンらは、特に若い人たちに、様々な分野の仕事 を目指す
なかで、グッドワークを実現させる試みを始めている。フィ
シャマンを中心 とする 「グッドワーク・プロジェク ト・ツー
ルキット」21)に参加することで、他者の共感 を伴 うような、
高いクオリティと意義のある仕事を行 う思考の変革と同時
に勇気を与えるものであるという。ツールキ ットの参加者
は、支持する専門家の 「長所」 をクリティカルな思考で問
いかけ、ツールキット(「一組の道具」 という意味か らッー
ルキッ トと名付けられている)を使用 しながらグッドワー
クの能力を高めていこうとす る試みである。このように、
若い人たちが、自分の仕事を、グッドワークに仕上げるた
めのノウハウを学べることが出来るよう工夫 された教育的
なプログラムである。まだ始 まったばか りの 「グッドワー
ク ・プロジェク ト・ッールキット」に対 しても、バ ウマン
財団からの援助 もあ り、高い将来性と成果への期待が込め
られていることがみてとれ よう。
VMi理 論 と 「道徳 的知能」の存在 について
ガー ドナーは、数年前お会い したとき、「倫理のことば
か り考えている」 といっていたが、あまり意味が分か らな
かったが、グッドワークを見渡すことで、その意味が分かっ
た。ガー ドナーのMI理論には、現時点では、「道徳的知能」
は、含 まれていない。ガー ドナーは、MI理論に、道徳的
知能を含めるかどうか考えたことが語 られている22)。ガー
ドナーは、知能であるかそうでないかを決定する際に、い
くつかの条件を満たす必要があると考えている。道徳的知
能について、「領域固有の発達」という点では、 ほとんど
の子 どもは、2歳までに、正しいこと間違ったこと(善悪)
の意識を発達させる。デーモ ンによれば、道徳的意識は、
独特な発達の道筋を通 る。
「シンボル体系の存在」では、数論理的知能は、数 とい
うシンボル、音楽的知能はリズムやピッチ といった特有の
シンボル体系の存在が存在する。長い歴史の中で、社会で
は道徳的な考慮を記号化するシンボル体系 を発達させ た。
ほとんどの社会で裁判官や長老など特定の個人が、道徳的
領域でシンボル体系 を専門に扱 ってきた。「進化 と脳の部
位」について発達心理学者は、公正 さの意識は、人類 とい
う種における自然淘汰の結果であるという。また、ある種
の精神病と社会病理は、正 しさと誤 りの意識が弱 まること
も関連 してお り、または、その意識が感情などのわき上が
るものと分離することも関連 しているという。
「脳損傷 」 につ いて は、 『lntelligenceReframed』23)
で述べ られていないが、ウッドロー・ウィルソン大統領の、
脳損傷 後の政 治決断 の不明瞭 さにつ いて、『砕か れた
心』24)に詳 しくのべ られている。
「特殊な個人」 に関しては、並外れた認知的業績 を示 し
た人物の存在の有無である。ガー ドナーは、30人ほどの道
徳的な能力に傑出 した人物 を調べたが、マハ トマ ・ガ ン
ディーは別格であるが、他の社会的には卓越 した道徳性を
示 した多 くの人々も残念ながら私生活では道徳的な無神経
ぶ りを示 し、アインシュタインなどのように、「病跡学」
を書 くのがやさしい場合 もある。傑出した創造者は、自分
の領域内で許 されることと許 されないことについての、強
く発達した感覚をもっているようである。こういう感覚の
側面は、厳密に言えば道徳ではないという。 カギとなるの
は道徳的領域のスキルが考えられるかであり、ガー ドナー
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の解釈では、道徳的領域の中心的な構成要素は、行動の主
体 として関与するという個人的な感覚である。つまり・「自
分は他の人々に関 して他者に還元できない役割をもってお
り、自分の他者への行動には・状況を分析 した結果 と・自
分の意思の行使 とが反映されねばな らない」 としてお り・
道徳的知能を特定するのは・まだ議論の余地のあることを
示唆している。道徳的知能は、 まだ知能 として位置づけら
れていないのである。
VIおわ りに
比較調 査 した分野 の 片方 、遺伝 子 工 学 の研 究 者 た ち は
グ ッ ドワー ク をなす こ とに対 して 難 しさを報告 しなか っ
た。その反対 に、 ジ ャーナ リス ト達 は、専 門家 としての才
能 と個 人の倫 理 観 のバ ラ ンス を とる こ とに神経 とエ ネ ル
ギーを費や し、 グ ッ ドワー クをなす ことに苦心 していたの
である。 ジ ャマナ リズム と遺伝子 工学、両者 の間に は、グ ッ
ドワークを立証す るための驚 くほ どか け離 れた、かつ理想
的なデー タが備 わっていたの であ る。 また、 グ ッ ドワー ク
を実践 してい る、卓越 した3人 、 ガー ドナー、チ クセ ンミ
ハイ、 デーモ ンによる見事 な共 同の グ ッ ドワー クである と
いえ よう。
グ ッ ドワー ク ・プロジ ェク トは、 さ らに継 続 されてい る
が、近年 、デーモ ンは、 コロ ンビア大学 ジ ャーナ リズム大
学 院25)の協 力 の も と にCCJ(CommitteeofConcerned
Journalists)とい う良質 な ジャーナ リズム を支 え るための
研修会 を組織 し、関西学 院大 学で の国際 シ ンポジ ウムで 「正
義は教 え られ るか」 に基 調報告者 として来 日した り、著 書
TheMoralAdvantage:HowtoSucceedinBusinessby
DoingtheRightThing』26)を2006年に出版 し、 ビジネス
に向けて 「正 しい こ とを行いつつ 成功す る方法」 といった
グ ッ ドワークの教 えを広 めて いる。
チ ク セ ン ミ ハ イ も ま た、 著 書 『GoodBusiness:
Leadership,FlowandMakingofMeaning』27)でビ ジ ネ
スに向けての、 グ ッ ドワー クの教 えを広 めてい る。
ガー ドナー は、『FiveMindfortheFuture』28)を著 し、
5つ の マ イ ン ド(認 識)「TheDisciplinedMind」「The
SynthesizingMind.TheCreatingMindyrThe
RespectfulMind」「TheEthicalMind」とこれ までの集大
成 ともいえる著書 を出版 して お り、3者 それぞれ に、 グ ッ
ドワークに関わ りつつ独 自の世界 も切 り開いてい ってい る
ことが うかが える。
「倫理観 」や 「道徳性 」 とい う言葉 が入 る と、 固 く重 い
とい う風潮 の昨今 であるが、今後 、学校 で も 「徳育」 とい
う授業 がは じまるが、 グ ッ ドワー クは 「徳 育」 と近 い もの
とも思 える。MI理論で米国、世界中を虜にしているガー
ドナーがやっていることには、常にメッセージが込められ
ている。私には、グッドワークには日本でいう 「徳」とい
う概念が含まれているように思われてならない。
教育現場の美術教師、大学の美術教育研究者、美術館 ・
博物館の教育部門など、われわれ美術教育にたずさわる者
も、グッ ドワークということは、あまり考えたことがない
だけに、そろそろ、グッドワークを考 えなが ら自分の仕事
を振 り返る時期が来ているように思 える。「徳」のない教
師に、「徳」は伝えられない。大学教育における、グッドワー
クについては研究が始められているが、学校現場の教育に
おけるグッドワークについては、ほとんどまだ研究がされ
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かといった方向に向 くと思われる。今後、美術教育のグッ
ドワーク、美術教師のグッドワークについて研究を進めだ
いと考えている。
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     This study summarizes theachievements I had when I stayed at Harvard Graduate School f Education for a 
year from Sept. 2005 through Aug. 2006 as an oversea researcher dispatched by the Agency for Cultural Affairs. In 
Harvard Project Zero, Howard Gardner was mainly interested, by the time of 2006 through 2007, inthe "GoodWork" 
studies including GoodWork Project. The notion GoodWork has never been seen so far in any of the fields like 
psychology and sociology. Authors are three scholars such as Gardner, William Damon of Stanford University and 
Mihaly Csikszentmihalyi of Claremont University. According toGardner, GoodWork is meant "GoodWork is awork 
requiring the results which are not only superior technically but also responsible ethically as well as morally." As 
opposed toGoodWork, there are bad workers and compromise workers including the journalists who broadcast 
doctored facts and scientists who ignore the differences from research paper or alter the data. GoodWork Project by 
these wise men of the era is an action on the part of scholars started by sensing something wrong in the absurdity 
across the world. 
    Thisdiscussion is to analyze the studies by the three scholars Gardner, Damon and Csikszentmihalyi and the 
process how the idea GoodWork has been formulated, and is also to verify how the idea of GoodWork is related to, and 
utilized inthe fields uch as medicine, education a d arts in GoodWork Project. 
     Quantitative research utilizing statistics recently conceal themselves. However, the qualitative studies done by 
Gardner tal. came to play the main role in pedagogy and art education currently inthe United States as well as 
psychological studies. In reality, though, the procedures implemented in the process of GoodWork studies will be 
examined based on Interview Protocol, etc.
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